
（別紙３）

～ R8年１月３１日

（対象者数） １４名 （回答者数）
１１名

～ R8年１月３１日

（対象者数） １４名 （回答者数）
１４名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・会議内容や改善事項の実施状況を定期的に振り返る仕組みを強化

する。

・新人職員へのフォロー体制やOJTの充実を図る。

・職員間の情報共有の質（記録・伝達方法）の標準化を進める。

2

・子どもの意思表出をより適切に捉えるための職員間の共通理解を

深める。

・アセスメントの方法を標準化し職員間でのばらつきを減らす工夫

を行う。

・利用者のニーズ把握の機会をもっと増やし、より本人主体の計画

につなげる。

3

・関係機関との連携をより密にし、専門的な視点を積極的に支援に

取り入れる。

・保護者への情報発信（活動報告や支援内容の見える化）を強化す

る。

・地域資源の活用範囲を広げ、支援の選択肢を増やす。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

利用児の安全性および快適性の観点から、現状設備の中でできる環

境改善策（動線の工夫、補助器具の活用等）を検討するとともに、

必要に応じて施設環境の見直しについても段階的に検討していく。

2

アセスメントの実施時期や方法を明確化し、定期的かつ継続的に実

施できる仕組みを整備するとともに、評価基準の標準化を図る必要

がある。

3

防犯を想定した訓練の計画的実施を行うとともに、利用人数が多い

午後や長期休暇中に災害が起きたことを想定した訓練機会を設け

る。また、実施時の周知に関してもSNSやお便りを通じて積極的に

行っていく。

職員一人ひとりの意識が高く、課題をその都度改善につなげる姿勢が

定着している。また、多職種・同職種間で互いの意見を尊重し、日常

的に意見交換ができる関係性が構築されている。全体会議や日々の申

し送り等を通じて情報共有が図られ、チームとして一貫性のある支援

につながっている。

・課題をそのままにせず、その都度改善につなげる努力をしている。

・多職種や同職種間で意見を尊重し合い、日常的に意見交換できる関

係性を構築している。

・全体会議や日々の申し送りを通じて情報共有を行い、チームとして

の一貫性を確保している。

○事業所名 ミルキーウェイキッズ

○保護者評価実施期間
R7年１２月１日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
R7年１２月１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8年３月２０日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

利用者・保護者との日々のコミュニケーションを大切にするとともに

や個別支援会議を通してニーズを把握し、支援計画に反映している。

また、成長に伴い自分の意思を表現できる児も増えてきており、今後

はより積極的に子どもの意向を聞き取り支援に反映していく姿勢を重

視している。

・保護者との日常的なコミュニケーションや個別支援会議を通じて

ニーズを把握している。

・スモールステップで目標設定を行い、達成感を得られる支援を実施

している。

・個別・集団活動の中で無理のない課題設定や選択機会を設けている

・子どもの意思表出を丁寧に受け止める関わりを意識している。

関係機関との相互訪問や担当者会議等を通じて情報共有を図り、多角

的な視点での支援につなげている。また、療育センターや自立支援協

議会等を通じて専門的な助言や情報を得る機会を持ち、支援の質向上

に活かしている。さらに、日頃から保護者との関係づくりを意識し、

相談しやすい雰囲気づくりや丁寧な情報提供を行うことで信頼関係の

構築に努めている。

・療育センターや自立支援協議会等から助言や情報を得て支援に活か

している。

・保護者に対し日頃から積極的に声かけを行い、相談しやすい関係づ

くりを意識している。

・他機関との連携において必要に応じて電話等も活用し、迅速な情報

収集や共有を行っている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

事業所内の環境設定については、パーテーションの活用等により適切

に対応されているものの、施設構造上の制約により日によっては狭さ

が感じられる場面があり、利用児の安全性や快適性の観点から改善の

検討が必要である。

施設の構造上の制約により、トイレ等の一部設備について物理的な改

善に限界があることが要因として考えられる。また、現状の環境設定

は概ね対応できているため、構造的な課題に対する優先度が相対的に

低くなっていたことも背景にある。

アセスメントについてはエビデンスに基づく評価用紙等の活用は行わ

れているものの、その頻度は十分とは言えず、支援の客観性や継続的

評価の充実が課題である。

日々の支援業務を優先する中で、アセスメントツール等を用いた定期

的・体系的な評価の実施が十分に習慣化されていないことが要因とし

て考えられる。

防災面では定期的な訓練は実施されているものの、防犯に関する訓練

が不十分であり、実態に即した対応の強化が必要である。さらに、避

難訓練の実施時間帯が利用児の少ない時間に偏っていることについて

も改善の余地がある。

防犯訓練については防災中心の運用となっており、防犯を想定した具

体的な訓練計画が十分に整備されていないことが背景にある。訓練の

実施時間帯に関し行いやすい時間帯での実施が多く、結果利用者の人

数が少ない時間帯になってしまっている。

事業所における自己評価総括表公表


